
情報の救急箱の設置を目指して

－健康情報棚プロジェクトの活動－

健康情報棚ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ代表

石井 保志

日時：2011年11月19日（土）

東京ビックサイト国際会議場



健康情報棚プロジェクト

特徴

１．資料提供による間接支援資料提供による間接支援

２．インターネットを使えない人に照準２．インターネットを使えない人に照準

３．公的機関でのアクセス保証３．公的機関でのアクセス保証



患者の視点に立った情報提供

医療情報

(病態的情報）

生活情報

(生き方情報）







おにぎりと闘病記の共通点おにぎりと闘病記の共通点
（中を見るまで内容がわからない）（中を見るまで内容がわからない）



書名と病名がリンクしていない





闘病記の病名分類の役割

患者・家族 先輩患者
情報の中継地点

病名分類



病名別
闘病記リスト

棚モデル

DB公開

闘病記文庫
棚作成ガイドライン

闘病記ライブラリー

闘病記文庫
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医学教育への活用の模索

１．将来の医療者として患者の声に

耳を傾けるツール

２．慢性疾患の時代に患者の全体像を

知るためのツール





闘病記文庫・闘病記コーナー
の全国の設置数

・設置数 96箇所
（内訳） ①公共図書館 61箇所

②医科大学・看護大学 22箇所
③病院（患者図書室）11箇所
④その他 2箇所

（２０１０年12月調べ）



闘病記文庫の意義

実際に手に取れる環境整備

利用者の時間を短縮せよ
（図書館学の五原則：ランガナタン）



絵本は医療資源になるか

「からだといのちの図書コーナー」





対話を生む教材の展示

 自分のからだを知る自分のからだを知る

 触って実感する触って実感する

 気付く・発見する気付く・発見する





患者の人生を視覚化する

「ライフマップ」の開発
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胎児期 出生時 乳児期 幼児期

病
気

社
会
生
活

福
祉
サ

ー
ビ
ス

病院・医師選び

　シャントトラブル

　キアリ奇形(呼吸障害)

羊水検査、超音波検査

脊髄再建手術

　水頭症（てんかん、視覚認知障害、非言語性学習障害、発達障害）

シャント手術

　チューブの交換、継ぎ足しの再手

妊娠期の不安

　　仲間

生まれてきた子との
愛着形成ときずな

家族の理解・協力、きずな 　社会性の発達交友関係の広がり病気への理解
中絶判断

妊婦・ファミリーへの的確な
情報提供と心理的ケア
祖父母への理解
外来カウンセリング 兄弟・姉妹のケア

　医療費助成（乳幼児医療費助成制度、育成医療、 児慢性疾患

　学習面

入園準備 入学準

妊娠 入院・出産 退院・家庭へ 入園・通園

　愛の手帳

　身体障害者手帳　　（排泄障害の認定は3歳以降,　日常生活用

　シャント管理

二分脊椎の診断

開放性二分脊椎
（脊髄髄膜瘤）

潜在性二分脊椎
（ ）

　学校の

減圧術

脳・脊髄に
関わる障害

祖父母への理解

　近所づきあい、砂場デビュー
　患者会（情報源）への加入

保育園選び：一般保育園
　　　　　　　　　療育園

小学校
　　　　　疾病に対する医師の理解と対応・病院のトータルサポートの度合い・通院時間

ど
の
症

胎児治療



論文発表

二分脊椎症ライフマップの開発による患者
の人生の理解と適切な情報提供--患者の

主体的医療参加とパートナーシップの実現
をめざして

長優紀子長優紀子 , , 五十嵐 歩歩 [[他他] ] 
医療の質・安全学会誌 4(1), 56-63, 2009



患者・家族の
知りたい情報とは何か

「情報の串刺し」
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肺がん

胃がん

乳がん

小児がん

舌がん

白血病

肺がん

胃がん

乳がん

小児がん

舌がん

白血病

肺がん

胃がん

乳がん

小児がん

舌がん

白血病

肺がん

胃がん

乳がん

小児がん

舌がん

白血病

肺がん

胃がん

乳がん

小児がん

舌がん

白血病

肺がん

胃がん

乳がん

小児がん

舌がん

白血病

介護記 患者会
情報

診療ガイ
ドライン

医学書 医療事故

肺がん

胃がん

乳がん

小児がん

舌がん

白血病

社会資源
の活用

地域行
政資料

肺がん

胃がん

乳がん

小児がん

白血病

肺がん

胃がん

乳がん

小児がん

舌がん

白血病

医療者
の視点

子宮がん子宮がん子宮がん子宮がん子宮がん子宮がん 子宮がん 子宮がん子宮がん

舌がん

情報の串刺しの必要性





情報の仲介者の役割

利用者の時間を短縮せよ

（図書館学の五法則：ランガナタン博士）



ご清聴ありがとうございました。


